2003年　ＦＡＯ／ＷＨＯ　歯科疾患予防の勧告
　母集団の糖類消費が少ないとむし歯の程度も低いため、遊離糖質消費の勧告最大レベルが重要である。母集団の目標により口腔健康リスクが評価され、健康促進目標がモニターされることが可能である。
　入手できた最も良い根拠とは、1年間の1人あたりの遊離糖質消費が15～20kg未満の国で、むし歯のレベルが低いことが示されているものである。これは1日の40～55g摂取と等しく、エネルギー摂取の6～10％と同じである。現在の遊離糖質消費が低い国（1年間1人あたり15～20kg未満）では、消費レベルを増大させないことが特に重要である。高消費レベルの国には、政府保健当局および意思決定者が遊離糖質量減少のための国特定および地域特定目標を作成し、エネルギー摂取の10％を超えない最大量にすることを勧告している。
　遊離糖質量に関する母集団目標に加えて、遊離糖質消費の頻度目標も重要である。遊離糖質を含有する食物および／または飲料の消費頻度は、1日最大4回に制限すべきである。
　現在栄養に関する過渡期にある多くの国は、適切にフッ化物を利用していない。例えば、安価な歯磨剤や水、食塩、牛乳などの適切な方法を介して十分なフッ化物利用を促進すべきである。

　各々の国に応じたフッ化物利用の計画と実行は、政府保健当局の責任である。また、その他地域で選択できるフッ化物利用計画の実施と結果の研究を奨励すべきである。
　歯の酸蝕症の発生を最小にするために、清涼飲料とジュースの摂取量および頻度を制限すべきである。低栄養を排除すると、エナメル質形成不全および他の低栄養が口腔の健康に与える影響（例えば、唾液腺萎縮、歯周病、口腔感染症）を予防することができる。
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